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【１．難民等に対する教育実践の前提となる知識】 

 

（１） 世界の難民等の状況や国内の難民等を取り巻く状

況について基礎的な知識を持っている。 

 

（２） 日本の難民等受入れ施策に関する基礎的な知識を

持っている。 

 

（３） 難民等に対する日本語教育の経緯や変遷に関する

知識を持っている。 

 

（４） 難民等が持つことが多い学習上の様々な困難につ

いて理解し，日本語教師としてコミュニケーションを取

るための基礎的な知識を持っている。 

 

（５） 難民等が日本での生活及び学習において直面する

課題や，問題が生じた場合の相談先や支援団体に

ついて知識を持っている。 

 

【２．日本語教育に関する知識】 

 

（６） 難民等に対する日本語教育を行う上で，配慮すべ

き事柄に対する専門知識を持っている。 

 

（７） 難民等のための日本語教育プログラムを効果的に

実践するに当たって必要となる教育方法に関する知識

を持っている。 
 

（８） 難民等の日本語能力の習得に応じた評価を適切に

行う上で必要となる知識を持っている。 

   

  

 

【１．難民等に対する教育実践のための技能】 

 

（１） 日本語教育プログラムを踏まえ，子供から高齢者まで

学習者の状況に応じ，適切な指導計画を立てることがで

きる。 
 
（２） 学習者の状況やライフステージに応じた指導方法を

選択し，効果的な教育実践ができる。 
 
（３） 学習者の経験や背景，精神状態や心理に配慮した

教室活動，クラス運営を行うことができる。 
 
（４） 学習者の自律的な日本語学習を支援するために，ＩＣ

Ｔ等の多様なリソースを把握し，それらを活用した効果的

な教育実践ができる。 
 
（５） 学習者の小さな変化や成長を捉え，学習者及び支援

関係者に分かりやすく，学習動機にも配慮した評価を行

うことができる。 
 
【２．成長する日本語教師になるための技能】 

 

（６） 指導計画に基づき実践した授業や教育活動を分析的

に振り返り，改善と新たな実践のための検討ができる。 
 
（７） 日本語学習の成果や課題を学習者やその家族等の

関係者と共有し，より具体的な改善に繋げるための評価

を実践することができる。 
 
【３．社会とつながる力を育てる技能】 

 

（８） 社会と学習者をつなぎ，学習者の日本語使用や日本

文化の理解，社会参加を促進するための教室活動をデ

ザインすることができる。 
 
（９） 高齢者には日本語学習を通じた日本社会との接点を

求める方も多いため，生涯学習としての日本語教育とい

う観点から活動をデザインすることができる。 

 

 

【１．言語教育者としての態度】 

 

（１） 日本語教育の専門家として，学習者自身の課

題や目的・目標を理解し，日本語教育の指導によ

り良く反映させようとする。 

  

（２） 日本語教育を通した学習者のＱＯＬの向上及

びキャリアパスにつなげようとする。 

 

（３） 家族や周囲の支援関係者と円滑に協働し，効

果的に日本語教育を行おうとする。 

 

【２．学習者に対する態度】 

 

（４） 学習者の学習成果を示し，学習者自身及び周

囲の支援関係者を励まし，力づけ，日本語学習を

継続していけるよう支援しようとする。 

 

（５） 学習者のこれまでの経験に敬意を払い，個々

の事情に配慮しながら，異なる社会の中で一つず

つ目標を達成していけるよう支援しようとする。 

 

【３．文化的多様性・社会性に対する態度】 

 

（６） 学習者が人とつながり，ネットワークを構築する

力を育てようとする。 
 
（７） 地域社会や多様な機関と連携・協力し，難民

等が自立的に生活するための，エンパワーメントと

しての日本語教育を実践しようとする。 

 

 


